
保
育
現
場
の

保
育
現
場
の

不
払
い
労
働
が
常
態
化

不
払
い
労
働
が
常
態
化労

働
基
準
と
保
育
が
両
立
で
き
る

人
員
配
置
の
保
障
を

名城大学経済学部
蓑輪明子准教授

●過去１カ月の勤務時間前の労働

「した」76.4％「した」76.4％

「していない」
22.7％

「していない」
22.7％

「不明・無回答」
0.9％

「不明・無回答」
0.9％

「ほとんど　
そうで　　
なかった」
50.6％

「ほとんど　
そうで　　
なかった」
50.6％「時々そうで

なかった」
27.1％

「時々そうで
なかった」
27.1％

「だいたい
毎日そうで
あった」
20.9％

「だいたい
毎日そうで
あった」
20.9％

「不明・無回答」
1.4％

「不明・無回答」
1.4％

●過去１カ月に休憩時間を
自由に過ごせたか
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　４月18日付の朝日新聞によれば、介護現場
などの人材不足に対応しようと、政府は最長
５年の技能実習を終えた外国人がさらに最長
で５年就労できるようにすることを検討して
いるという。秋の臨時国会に改正法案を提出

・成立させ、来年度からの施行をめざす。
　出身国への技能移転を目的としてきた技能
実習制度を、労働力不足への対策に変質させ
ることになる。抜本的な処遇改善をおこなわ
ず、規制を崩す政策は認められない。

あいち保育労働実態調査プロジェクトのスタート集会（2017年11月20日）

外国人技能実習制度 実習後も５年就労可能にすることを検討

と
答
え
て
い
ま
す
。
日
数
は

お
よ
そ
４
割
近
く
が
勤
務
時

間
前
に
ほ
ぼ
毎
日
時
間
外
労

働
を
し
て
い
て
、
内
容
は

「
保
育
準
備
」
63
・
６
％
、

「
着
替
え
」
56
・
４
％
、

「
た
ま
っ
て
い
る
事
務
」
55

・
２
％
な
ど
と
続
き
ま
す
。

　

過
去
１
カ
月
に
つ
い
て
休

憩
時
間
を
自
由
に
過
ご
せ
た

か
聞
い
た
設
問
で
は
、「
ほ

と
ん
ど
そ
う
で
な
か
っ
た
」

と
す
る
回
答
が
半
数
を
超
え

て
50
・
６
％
に
。「
時
々
そ

う
で
な
か
っ
た
」
が
27
・
１

％
、「
だ
い
た
い
毎
日
そ
う

で
あ
っ
た
」
は
20
・
９
％
に

　

名
古
屋
市
分
は
市
内
の
公

立
・
私
立
の
認
可
保
育
所
の

正
規
職
員
総
数
６
４
２
１
人

に
対
し
、
41
・
４
％
の
２
６

６
０
人
か
ら
回
答
。
ま
た
、

非
正
規
職
員
は
２
３
５
８
人

が
回
答
し
、
政
令
指
定
都
市

で
お
こ
な
わ
れ
た
保
育
労
働

実
態
調
査
と
し
て
は
、
他
に

例
を
み
な
い
大
規
模
調
査
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
の
は
、

名
古
屋
市
の
認
可
保
育
所
・

こ
ど
も
園
で
働
く
正
規
職
員

の
調
査
結
果
で
す
が
、
本
調

査
は
、
愛
知
県
下
36
自
治
体

で
実
施
さ
れ
、
１
万
人
を
超

え
る
職
員
が
調
査
に
回
答
し

て
お
り
、
６
月
に
そ
の
結
果

が
発
表
さ
れ
ま
す
。

４
割
近
く
が
ほ
ぼ
毎
日

４
割
近
く
が
ほ
ぼ
毎
日

時
間
前
に
出
勤

時
間
前
に
出
勤

休
憩
中
も
お
便
り
帳
・

休
憩
中
も
お
便
り
帳
・

記
録
な
ど
の
業
務

記
録
な
ど
の
業
務

　

こ
の
調
査
で
、
保
育
に
不

可
欠
な
業
務
が
時
間
外
労
働

で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
実
態

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
過
去
１
カ
月
の
勤

務
時
間
前
の
労
働
に
つ
い

て
、
76
・
４
％
が
「
し
た
」

　

こ
の
調
査
は
、
名
城
大
学

経
済
学
部
・
蓑
輪
明
子
准
教

授
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者

が
「
あ
い
ち
保
育
労
働
実
態

調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
、
自
治
労
連
愛
知
県

本
部
、
名
古
屋
市
職
労
福
祉

支
部
、
福
祉
保
育
労
東
海
地

本
な
ど
の
協
力
を
得
て
実
施

し
た
も
の
で
す
。
昨
年
11
月

か
ら
今
年
２
月
に
か
け
て
、

保
育
施
設
で
働
く
す
べ
て
の

職
員
を
対
象
に
、
労
働
実
態

や
労
働
・
生
活
の
意
識
を
把

握
し
て
必
要
な
施
策
に
つ
な

げ
よ
う
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
票

を
配
布
・
回
収
し
て
と
り
く

ま
れ
ま
し
た
。

は
63
％
も
。
内
容
は
「
会
議

や
打
ち
合
わ
せ
」
が
59
・
２

％
で
、「
行
事
の
準
備
」「
保

護
者
対
応
」「
保
育
準
備
」

「
保
育
記
録
」
は
、
４
割
を

超
え
ま
し
た
。

　

過
去
１
カ
月
の
時
間
外
労

働
（
勤
務
前
、
休
憩
中
、
勤

務
後
）
の
時
間
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、平
均
で
16
・
６
時
間
。

し
か
し
、
超
過
勤
務
手
当
が

支
払
わ
れ
て
い
る
時
間
の
平

均
は
３
・
６
時
間
の
み
で
、

実
際
の
時
間
外
労
働
と
残
業

代
が
支
払
わ
れ
た
時
間
に
大

き
な
乖か

い

離り

が
あ
る
こ
と
が
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

『「
憲
法
改

正
」
の
真
実
』

（
集
英
社
新
書
）

と
い
う
本
を
読
み

終
え
た
。
憲
法
学

者
の
樋
口
陽
一
氏

と
小
林
節
氏
の
対
談
形
式
で
、

憲
法
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
や
、
自
民
党
議
員
の
多
く

が
憲
法
そ
の
も
の
を
理
解
し
て

い
な
い
現
実
が
書
か
れ
て
い

て
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

　

福
祉
保
育
労
で
も
「
改
憲
反

対
」
を
要
求
の
柱
の
一
つ
に
掲

げ
、
運
動
を
進
め
て
い
る
。
し

か
し
、
憲
法
を
話
題
に
す
る
こ

と
は
、
福
祉
労
働
者
の
処
遇
を

改
善
し
よ
う
と
い
う
こ
と
よ
り

も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
気
が
す

る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

憲
法
は
「
国
家
権
力
を
制
限

し
て
国
民
の
人
権
を
守
る
た
め

の
も
の
」
で
、
大
臣
や
国
会
議

員
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
。「
憲
法
を
守
れ
」
と

は
、
権
力
者
に
対
し
て
、「
き

ち
ん
と
国
民
の
た
め
に
仕
事
を

し
ろ
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
な

の
だ
。
好
き
放
題
の
政
治
を
し

た
い
今
の
権
力
者
に
と
っ
て
は

耳
の
痛
い
こ
と
な
の
で
、
憲
法

を
真
剣
に
論
議
す
る
こ
と
を
避

け
る
風
潮
が
つ
く
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
憲
法

を
も
っ
と
知
っ
て
議
論
し
て
い

こ
う
。 

（
小
林
）

高宮信一･作

黒塗り、黒塗り、
のり弁なくては身が持たぬ

と
ど
ま
り
ま
し
た
。
休
憩
中

に
お
こ
な
っ
た
業
務
は
、

「
お
便
り
帳
の
記
入
」
55
・

７
％
、「
保
育
記
録
」
55
・

３
％
な
ど
と
続
き
ま
し
た
。

持
ち
帰
り
除
く
不
払
い

持
ち
帰
り
除
く
不
払
い

平
均
で
月

平
均
で
月
1313
時
間
も

時
間
も

　

ま
た
過
去
１
カ
月
の
勤
務

時
間
後
の
残
業
に
つ
い
て
、

「
し
た
」
と
答
え
た
人
が
89

・
７
％
に
上
り
、
週
あ
た
り

で
は
「
６
日
」
３
・
６
％
、

「
５
日
」
21
・
９
％
、「
４

日
」
15
・
３
％
、「
３
日
」

22
・
２
％
と
、
週
の
半
分
以

上
の
日
に
残
業
し
て
い
る
人

　保育士不足が深刻化するなか、福祉保育労東海地本も
かかわったプロジェクトが実施した愛知県保育労働実態
調査の速報値が発表され、報道も相次ぐなど反響が広が
っています。３月に発表された名古屋市分の調査結果の
特徴を報告します。厳しい実態とともに大幅な増員の必
要性が明らかになりました。

名
古
屋
市
内
の
認
可

名
古
屋
市
内
の
認
可

保
育
所
の
正
規
職
員
の

保
育
所
の
正
規
職
員
の

４
割
以
上
が
回
答

４
割
以
上
が
回
答

　自治体の独自施策が手厚い名古屋市認可保
育所職員ですら、時間外労働が常態化してい
る。しかも、時間外におこなわれているのは
保育に必要な業務や保育所保育指針で求めら
れている業務がほとんどで、勤務時間内に基
幹的業務が終わらない事態になっている。未
払い残業と疑われる時間数も非常に多いが、
これらは国の低すぎる配置基準のために人員
配置が不十分なことや労務管理に問題がある
ことが背景にある。労働基準を守って、保育
もできる人員配置を早急に保障する必要があ
る。
　自治体の独自施策が十分でない地域では、
より深刻な実態があると予想される。愛知県
下でも、名古屋市よりも深刻な実態があるの
で、今後、非正規職員の実態とあわせて、順
次、結果を公表していきたい（調査結果は
https://aichi-hoiku.tumblr.com/で公開してい
ます）。

愛
知
県
保
育
労
働
実
態
調
査
で
明
ら
か
に



　かつてないほ
ど、福祉職場の

労働環境の厳

しさと改善の必
要性に、社会の

関心が高まっ

ています。新し
い職員を多くの

職場で迎えた

なかで、伝えた
いのは組合の力

。「組合でで

きること！」を
テーマに、みん

なのメッセー

ジの特集です。
職場や分会で話

題にして、ま

だ入っていない
人に声をかけて

、組合への加

入をよびかけま
しょう。

②なかま③ 福祉の

案・タミヤ　画・ニムラ
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結
婚
し
て
８
カ
月
で
保

育
士
の
妻
の
妊
娠
が
判
明

し
た
夫
は
、
職
員
の
結
婚

の
時
期
、
妊
娠
の
順
番
ま

で
決
め
て
い
る
園
長
に
、

妻
と
い
っ
し
ょ
に
頭
を
下

げ
に
行
っ
た
。「
子
ど
も

が
で
き
て
す
み
ま
せ
ん
で

し
た
」。
翌
日
か
ら
園
長

が
妻
に
「
ど
う
し
て
勝
手

に
ル
ー
ル
を
破
る
の
よ
」

と
、
つ
ら
い
言
葉
を
投
げ

か
け
る
日
々
が
続
い
て
い

る
と
い
う
。「
子
ど
も
を

育
て
る
職
業
が
こ
ん
な
環

境
で
あ
る
こ
の
国
は
子
育

て
後
進
国
で
す
」
と
、
２

月
28
日
の
毎
日
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
投
書
に
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
反
響
が
広
が
り
、
報

道
も
相
次
い
だ
。
福
祉
保

育
労
に
も
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

や
海
外
メ
デ
ィ
ア
な
ど
か

ら
取
材
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

労
働
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
小
林
美
希
氏
の
著

書
『
ル
ポ
産
ま
せ
な
い
社

会
』（
河
出
書
房
新
社
）

で
は
、
制
度
と
運
営
に
問

題
が
あ
る
こ
と
で
、
保
育

園
や
乳
児
院
で
働
く
保
育

士
が
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
な
い
実
態
が
詳
細
に

つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
出
版

か
ら
５
年
た
っ
た
が
、
対

策
は
打
た
れ
て
い
な
い
。

同
氏
は
先
月
発
売
さ
れ
た

『
ル
ポ
保
育
格
差
』（
岩

波
新
書
）
で
、
深
刻
な
質

の
低
下
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
る
。

　

福
祉
職
場
で
は
、
休
憩

・
休
暇
が
取
り
に
く
い
上

に
、
不
払
い
労
働
が
横
行

し
て
い
る
。
職
員
数
が
そ

も
そ
も
少
な
い
な
か
で
、

子
育
て
し
な
が
ら
働
き
つ

づ
け
る
こ
と
に
、
制
度
上

の
不
備
が
大
き
く
あ
る
。

あ
わ
せ
て
、
職
員
を
大
切

に
し
な
い
姿
勢
が
ま
か
り

通
っ
て
い
る
職
場
も
少
な

く
な
い
。
週
刊
紙
『
女
性

セ
ブ
ン
』
４
月
12
日
号
の

「
現
役
保
育
士
２
０
０
人

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、

「
妊
娠
順
番
ル
ー
ル
」
に

つ
い
て
、
２
・
１
％
が

「
あ
る
」
と
、
13
・
４
％

が
「
似
た
よ
う
な
ル
ー
ル

は
あ
る
」
と
答
え
た
。
改

善
を
求
め
て
い
け
る
の
は

労
働
組
合
以
外
に
な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
や
高
齢

者
、
障
害
者
と
そ
の
家
族

を
支
え
つ
づ
け
る
た
め

に
、
私
た
ち
の
生
活
と
尊

厳
が
権
利
と
し
て
守
ら
れ

る
必
要
が
あ
る
。
矛
盾
を

社
会
に
問
い
、
変
え
て
い

こ
う
。

「
妊
娠
順
番
ル
ー
ル
」
に
反
響
広
が
る

 

担
い
手
の
生
活
と
尊
厳
が
守
ら
れ
る
福
祉
職
場
に

組
合
活
動
は

組
合
活
動
は

憲
法
で

憲
法
で

保
障
さ
れ
て

保
障
さ
れ
て

い
る
ち
ゅ
ん
！

い
る
ち
ゅ
ん
！

●27日（日）　第２回全国闘争委員会（東京都内）
　　　　　　社協・事業団種別協議会
　　　　　　　全国学習交流集会（東京都内）
●28日（月）　中央行動

５月

６月
●16日（土）　保育部会学習交流集会（愛知）
 ～17日（日） 京都・たかつかさ保育園分会、９人が時限ストで

組合の力をアピール！（３.15全国いっせい行動）

兵庫・甲山福祉センター分会すなご班（重度心身障害児施設）
３.15全国いっせい行動で職場で署名を訴え

組合deできること！
で

　一人では届かなかった声も、み
んなの力で届けることができ
る！！職員一人ひとりの思いをみ
んなで共有してかなえていける大
切な場所です。たくさんの仲間が
ともに支えあい、同じ目標に向か
って進んでいく力はとても頼もし
く、自分もその一員になれている
ことをうれしく感じます。

北海道 後藤　和人さん 川東の里分会（障害者日中一時支援事業所）

　分会活動以外に栃木支部執行委
員として活動しています。保育や
障害など他の業種の人と同じよう
な悩みがあったり、情報を共有で
きたりする場でもあります。得た
ことを参考にして職場に持ち帰る
ことで「はたらくことの質を高め
ていく第一歩」としてとらえ、活
動の幅を広げています。

栃　木 湯浅　将志さん 西仁会分会（高齢者施設）

　非正規職員として16年働き、無
期雇用となって３年目です。毎年
契約を更新し、組合で正規化を求
めてきました。無期雇用や昇給を
勝ちとり、一部手当も正規職員と
変わらず支給されました。給与表
はまだ別で賃金や一時金に格差が
あり、改善を求めてたたかいぬき
ます。非正規職員のみなさん、無
期転換雇用を申し入れましょう。

大　阪 西嶋　喜美子さん
聖森会分会（国松保育園）　大阪地本・非正規部会事務局長

　福祉の仕事はやりがいがありま
す。でも、それだけでは、仕事は
続けられません。健康で安心し
て、生き生きと働き続けられる環
境が必要です。しかし、残念なが
らそれを阻む現実があります。原
因は何か、どうすれば克服・改善
できるのか。自分、仲間、職場の
いまに向きあい、一緒に未来を変
えましょう。

福祉保育労中央執行委員長 土田　昭一さん

　組合の魅力は、働くなかでの悩
みや疑問を組合会議で気軽に話し
あえることや、その思いを要求書
として職場に提出することで、自
分たちの働きやすい職場にしてい
けること。これからも仲間を増や
し、いろいろな活動ができたらい
いと思います。

島　根 引野　幸仁さん こばと保育園分会

　今の職場に組合があることを知
り、迷うことなく加入しました。
分会だけでなく、他の施設や他の
種別の方と仕事とは違う形で交流
する機会があり、たくさんの方た
ちががんばっている姿を見て、元
気をもらっています。仕事への気
持ちを前向きにしてくれるのが組
合の強さなのだと思います。

東　京 杉本　卓弥さん 子供の家分会（児童養護施設）

　最初は組合がどのようなものか
わかりませんでしたが、学んでい
くなかで変わってきました。組合
があることで、日頃の業務の悩み
などを自分の中だけで抱え込むこ
となく、みんなで共有して話しあ
えます。自分が働いていく環境を
より良いものへと変えていけるの
ではと感じています。

宮　城 板橋　彩夏さん 厚生福祉会保育園分会

　子どもたちの笑顔があふれ、そ
の子らしく輝くためには、とりま
く環境を良くしていかなくてはい
けません。保育制度のことや私た
ちの働き方も、なかまといっしょ
に考えることができます。

千　葉 増木　由紀乃さん 妙典保育園分会

　職場での対応や待遇など、なか
なか職場内では話せない悩みや不
安を同じような環境に身を置く人
たちと交流・団結して、いっしょ
に考えていくことで自信やスキル
アップにつながります。団体交渉
ができるので、「社畜」にさせら
れないための防衛力になります！

愛　媛 渡邉　俊介さん
えひめ介護福祉ユニオン（障害者グループホーム）

　法人では障害のある方の暮らし
の質を高めるために、作業所やグ
ループホームを運営しています。
各職場で働き方に違いがあり、労
働環境を一律に考えることはでき
ません。お互いの働き方を認めた
うえで、働く目的を確認して職場
がつながっていくことが大切で、
組合でできることだと思っていま
す。

広　島 門脇　恵美さん もみじ分会（就労継続Ｂ型事業所）

16日は、１面で報告した愛知県保育
労働実態調査の結果から見えるもの
を蓑輪明子先生に講演していただき
ます。参加してピヨ！
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　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを必ず添えて、ハガキかＦＡＸ、メ
ールで送付ください（地方組織・分会、氏名、住
所明記）。紙面やホームページ等に掲載させてい
ただくことがありますので、ご了承ください。
締切▶６月15日
発表▶2018年７・８月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部
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対話を広げて変えていける
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石川県支部執行委員　あゆみ保育園分会・保育士
畑
はた

山
やま

　悠
ゆう

介
すけ

さん 新歓企画で
組合は大事だよって伝えたい
東海地本・みなと福祉会分会　大川　彩子さん

　新年度が始まり、職場にも新入職員が入り
ました。４月から新しい施設も開所になり、
毎日バタバタしています。ここ数年の事業拡
大で職員も増えたなか、組合があることを知
ってもらうために、分会で新歓企画をするこ
とになりました。今まで先輩たちが守ってき
てくれたことや、長く働き続けられるために
「組合は大事なんだよ」ということを、丁寧
に伝えていけるといいかなと思っています！

厳しい生活のなかで血税はどこへ？
大阪地本･大阪府視覚障害者福祉協会分会　竹本　容子さん
　組合に入っているおかげでお給料が少しず
つ改善されていますが、普通の生活水準には
ほど遠いです。年金や健康保険の保険料がど
んどん上がっています。日本年金機構が信用
できない今、自分で蓄えなければなりません
が、年金共済に入る余裕はまったくありませ
ん。森友学園の問題や軍事費の増額などにつ
いて、私たちの血税だということをもっと自
覚していただきたいです。湯水のようにつか
われているのではないでしょうか。もしそう
なら、阻止したいです。

なかまを増やして元気にがんばる！
京都地本・くりくま保育園分会　山本　歩さん

　３月号１面「組織拡大キャンペーン」を読
んで。職員の退職に伴って分会員が少なくな
って淋しくなりましたが、新しい仲間を迎え
て今年度も始まり、さっそく組合のお誘いの
話をする計画を立てました。いろんな年代の
人がいて、非正規の組合員も増え、今年度も元
気にがんばれることを楽しみにしています！

紙面を読んで

病気休業

健康給付
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ケガ休業

異常妊娠休業

病気入院･休業

交通災害休業･通院

インフルエンザＢ型
６日休業
ワンコイン＋医療10口
＋生命10口＋交通２口
月額3,300円
給付額　19,500円

第５中足趾骨骨折
60日休業
ワンコイン＋医療２口
月額780円
 給付額　76,250円

切迫早産45日休業
ワンコインのみ
月額500円
給付額　33,750円

10年以上医療による給付ナシ
　　ワンコイン＋医療７口
　　月額1,480円
 給付額　10,000円

水泡性角膜炎
８日入院
ワンコイン＋医療７口
月額1,480円
給付額　40,000円

ワンコイン＋
医療10口＋生命４口＋
　　　交通災害１口
　　　月額2,480円
　　　給付額
 　18,000円

頸椎・腰椎捻挫
１日休業
５日通院

はいろうよはいろうよ
広めようよ広めようよ

自主研修で骨折。手術
費や赤ちゃん用品購入
で大ピンチ！そんな時
の休業給付、ほんとに
助かりました

岩手福祉労・岩手愛児会分会　
高橋　伸広さん

給付手続きも簡単！
とても

助かりました！

年休があったから良か
ったものの、長期休業
は給料にも影響が出る
ので助かりました！
働く人の味方！

静岡地本・
静岡たんぽぽ保育園分会
原田　美月さん

中央執行委員長
京都地本・専従
土田　昭一さん

滋賀支部・
びわこ学園
支援センター分会
山森　修子さん

北海道地本・
専従
岡　秀子さん

群馬支部・
おひさま倉賀野分会
黒岩　桂一さん

２回目の入院でした
が今回も医療給付で
安心でした。おかげ
で治療に専念！

仲間同士で支え合う
連帯感と自らへのご
ほうび。それが組合
共済と実感

共済のなかでの存在は
薄いけど、交通事故で
のリハビリ通院も給付
の対象。首は痛いけど
得した気分でした！

入っててよかった!!大特集福祉保育労共済

お詫びと訂正
　「福祉のなかま」2018年４月号のクロスワ
ードパズルの「応募方法」に誤りがありまし
た。締切は５月15日で、発表は2018年６月号
です。お詫びして訂正させていただきます。

応 募 方 法

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ


